	本時の授業
	時数
	 ８

	題材名
	春の森のたんけんをしよう

	ねらい
	　

春の森を探険し自然に直接触れる活動を通して，自然に触れることの楽しさを知るとともに自分の気付いたことや感じたことを絵や文で表し発表することができる。



	学習過程

	学習内容・児童生徒の活動
	予想される児童生徒の反応
	教師の手立て・評価方法

	１　オリエンテーション
　
○　探険隊（グループ）の班分けをする。
○　班の名前や旗を作る。


	・これから，何の勉強をするのだろう。
・どこへ探険へいくのだろう。
・だれと一緒かな。
・どんな名前にしようかな。
	・森の探険への興味・関心を高め，意欲付けをはかる。
・季節を感じることができるようにする。

	２　探険の計画を立てる
　○　探険隊ごとに，春をさがす計画を話し合う。
　　・　春の見つけ方を出し合う。
・　探険のコースを絵地図で確かめる。
　　・　係を決める。
　・　持っていく物を決める。
　

	・どうやって春を見つけようかな。

・春を見つけられるといいね。
	・探険カードに記入し，評価する。
・自然の様子に目を向け，春を感じるものに気付かせる。


	３　探険をする。
· 探険カードを持って行く。
　
○　探険隊ごとに行なう。


	・どんなものが見つかるかな。
・何があるかな。

　

・楽しみだな。


	・安全面について確認する。

・探険カードに記入し評価する。

・探険する様子を見て評価する。
・五感を使って見つけさせる。

	４　探険のまとめをする。
　○　見つけたことを絵や文で表す。
　
○　見つけたことを発表する。

　


	・緑の葉っぱがいっぱいあったね。
・鳥がいたね。


	・探険カードや絵や文で評価する。
・他の児童の発表を聞いて，自分が気づいていないことはないか気を付けて聞かせる。




